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連載　改善の手順
～QCストーリーとその選択～

　改善を実施していくうえでの定石である問題解決型QＣストーリーの概略を第2回と第３回で解説し、現 
在4つある改善の型（ＱＣストーリー）の使い分けを前回の第4回で解説しました。今回からは、課題達成 
型ＱＣストーリーの概略を解説します。

　ＱＣサークル活動がいろいろな職場で行われるようになってきたことにより、多様なアプローチ法が求め
られてきました。新規業務への対応、現状を大幅に改善する現状打破といった課題が出てきたのです。この
あたりの背景を振り返ってみると、今（2022年）から60年前にＱＣサークルが誕生してから長い間、製造
業もしくは製造従事者が活動の中心でした。その活動が管理・間接部門や第3次産業に拡大したことによっ
て、上述した課題が顕在化してきたのです。こういった要望に応えたのが課題達成型ＱＣストーリーです。
　問題解決型と課題達成型の使い分けをわかりやすく図式化されたものを図8に示します。

１．課題達成型ＱＣストーリーと問題解決型ＱＣストーリーの使い分け

（次ページへつづく）

図8　問題解決型と課題達成型の使い分け

　問題解決型は、現状の水準とねらい（あるべき姿）にギャップがある場合、そのギャップを発生させてい
る原因を究明する改善のやり方です。すなわち、要因の解析という手順で原因を追究するということです。
具体的には、なぜなぜを繰り返して要因を数多く洗い出し、その中から検証によって原因を特定していくと
いう改善のやり方です。ですから、Why？ の世界です。悪さの排除といってもよいです。
　一方、課題達成型は、初めての仕事や従来からの仕事であっても現状打破したい場合に有効です。ここ
で、注意してほしいことがあります。それは、現状打破の意味を取り間違えるな、ということです。現状打
破とは、一般的に現状から大きく変えることをさします。簡単にできるような内容であれば、現状打破とは
いえないということです。新たなねらい（ありたい姿）が発生したときに、既存（現状）のやり方を前提と
しないで、新規の方策・手段を追究することによって、課題を達成するという改善のやり方です。すなわ
ち、奇抜なアイデアを出せ、ということになります。どうやったら実現できるかを考えるアイデア勝負です
から、How？の世界です。良さの創造といってもよいです。



連載　改善の手順
～QCストーリーとその選択～

　課題達成型ＱＣストーリーの手順は、次の7つの手順です。
　　手順1　テーマの選定
　　手順2　攻め所と目標設定および活動計画の作成
　　手順3　方策の立案
　　手順4　成功シナリオの追究
　　手順5　成功シナリオの実施
　　手順6　効果の確認
　　手順7　標準化と管理の定着
　ここで着目したいのが、問題解決型ＱＣストーリーでいうところの「手順5　対策の検討と実施」に相当
する部分が、課題達成型ＱＣストーリーでは、「手順4　方策の立案」「手順5　成功シナリオの追究」
「手順6　成功シナリオの実施」というように、3つの手順に分かれている点です。これは、シナリオを実
施するためのアイデア出しをあえて2段階に分けているのです。まず、「方策の立案」において攻め所を実
現するためのアイデアを広げ、期待効果で絞り込みます。次に、「成功シナリオの追究」において、方策
案を実現させるためのアイデアを掘り下げていくのです。このあたりが、課題達成型ＱＣストーリーの最
大の特徴となります。

2．課題達成型ＱＣストーリー

手順1　テーマの選定
　基本的には問題解決型ＱＣストーリーでの「テーマの選定」と同じですが、大きな違いが１つあります。
それは、洗い出した問題・課題を効果的・効率的に解決していくためのＱＣストーリーを選定することで
す。  

実施内容
　問題・課題をいろいろな観点から検討して洗い出し、問題・課題を整理し、絞り込みます。絞り込んだ問
題・課題についての具体的な状況や、周辺の関連状況を事実・データで明確にし、本当に取り組む必要性が
あるかどうかを確認します。
　どの改善の型で取り組んでいくのかを決めます。ここで注意してほしいのは、「問題を課題達成型ＱＣス
トーリーで改善しようとしてはいけない」ということです。本シリーズ第4回の図7に示したＱＣストーリー
の４つの型を選択するフロー図を参考にしてください。
　テーマは実現したい内容がわかるように、「〇〇における△△の××」にするとよいです。問題解決型と
同じです。
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